
２
０
０
３
年
に
与
党
の
公
明
党
が

「
年
金
１
０
０
年
安
心
プ
ラ
ン
」
を
提

起
し
、
こ
れ
を
受
け
て
政
府
は
２
０
０

４
年
に
「
公
的
年
金
制
度
改
革
」
を
実

施
し
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
、
年
金
保
険

料
の
国
民
負
担
は
引
き
上
げ
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
制
度
改
革
の
２
０
０
４
年
で

は
基
礎
年
金
保
険
料
は
１
３
３
０
０
円

で
し
た
が
、
２
０
１
９
年
４
月
に
は
１

６
４
１
０
円
と
、
３
１
１
０
円
も
値
上

が
り
し
、
１
年
間
で
３
７
３
２
０
円
の

負
担
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度

導
入
の
前
提
に
は
、
物
価
や
賃
金
の
上

昇
よ
り
も
年
金
の
支
給
額
の
伸
び
を
抑

え
る
「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
と
同
時
に
、
年
金
の
給

付
水
準
維
持
や
保
険
料
の
上
限
も
定
め

ま
し
た
。
こ
れ
が
現
行
制
度
の
基
盤
に

な
っ
て
い
ま
す
。
安
倍
首
相
は
６
月
に

「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
に
よ
っ
て
百

年
安
心
の
制
度
が
で
き
た
」
と
発
言
。

麻
生
金
融
担
当
相
も
「
年
金
を
も
ら
う

側
の
立
場
に
立
っ
て
も
か
な
り
の
部
分

が
賄
え
る
」
と
答
弁
し
、
給
付
に
問
題

な
い
と
強
弁
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
財
政
検
証
と
金
融
審
議
会
の

２
つ
の
報
告
で
、
「
１
０
０
年
安
心
」

の
年
金
は
事
実
上
の
破
産
状
態
を
告
白
。

金
融
庁
審
議
会
報
告
で
は
、
「
夫
65

歳

以
上
、
妻
60
歳
以
上
の
夫
婦
の
み
の
無

職
の
世
帯
で
は
、
毎
月
の
不
足
額
の
平

均
は
約
５
万
円
で
あ
り
、
ま
だ
20

～
30

年
の
人
生
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
不
足
額

の
総
額
は
単
純
計
算
で

１
３
０
０
万

円
～
２
０
０
０
万
円
に
な
る
」
と
、
自

立
・
自
助
で
の
資
産
形
成
の
必
要
性
を

指
摘
。

ま
た
、
今
回
の
年
金
「
財
政
検
証
」

で
は
６
つ
の
ケ
ー
ス
で
試
算
し
、
今
後

20

年
以
上
も
年
金
の
給
付
率
を
抑
制
す

る
前
提
と
し
、
給
付
水
準
は
さ
ら
に
減

額
さ
れ
ま
す
。
ケ
ー
ス
５
で
は
２
０
５

８
年
度
で
所
得
代
替
率
は
３
割
も
減
額

さ
れ
ま
す
。
標
準
的
試
算
の
前
提
と
な

る
経
済
成
長
率
や
就
業
率
な
ど
の
基
礎

デ
ー
タ
は
あ
く
ま
で
政
府
の
「
期
待
値
」

に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
ま
し
て
や
、
安
倍
政

権
の
デ
ー
タ
「
偽
造
・
改
ざ
ん
・
隠
ぺ

い
」
の
体
質
か
ら
、
信
頼
性
が
疑
わ
れ

ま
す
。
年
金
制
度
は
さ
ら
に
悪
化
が
目

に
見
え
ま
す
。
「
検
証
」
を
踏
ま
え
、

今
後
の
年
金
「
改
革
」
で
は
年
金
支
給

年
齢
の
引
き
上
げ
、
高
齢
者
の
就
業
促

進
策
な
ど
、
老
後
も
馬
車
馬
の
よ
う
に

働
く
社
会
の

強
要
で
、
人

間
ら
し
く
生

き
る
社
会
は

望
む
べ
く
も

あ
り
ま
せ
ん
。

『 週 刊 新 社 会 』 号 外(1988年１月18日第三種郵便物認可)

新社会党
こんにちは

委員長 岡﨑ひろみ

で

す

東京都千代田区神田神保町2-10 三辰工業ビル３階 TEL 03-6380-9960 FAX 03-6380-9963

2019年９月

2019年９月号

ボロボロの年金制度ー今後は「自助」「自立」で生きろ？

私たちの暮らし、これでも安倍政権に委ねますか？

厚
生
労
働
省
は
８
月
27
日
、
公
的
年
金
財
政
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
「
財
政
検
証
」

を
公
表
し
ま
し
た
。
こ
の
検
証
は
５
年
に
一
度
行
わ
れ
、
本
来
は
７
月
の
参
議

院
選
挙
前
に
公
表
す
べ
き
も
の
で
す
。
ま
た
６
月
３
日
、
金
融
審
議
会
は
「
高

齢
化
社
会
に
お
け
る
資
産
形
成
・
管
理
」
の
報
告
書
を
出
し
ま
し
た
。
こ
の
２

つ
の
公
表
内
容
は
、
も
は
や
国
民
は
公
的
年
金
制
度
に
頼
ら
ず
に
「
自
助
・
自

立
」
で
生
き
ろ
と
い
う
、
安
倍
政
権
の
責
任
放
棄
宣
言
で
す
。
早
く
安
倍
政
権

を
倒
す
こ
と
こ
そ
、
国
民
の
生
き
る
道
で
す
。

デ
ー
タ
改
ざ
ん
・偽
造
の
政
権

検
証
デ
ー
タ
の
基
礎
は
願
望

破
産
し
た
「１
０
０
年
安
心
プ
ラ
ン
」

信
じ
た
国
民
、
だ
ま
し
た
自
公

（２０１９年６月23日 東京新聞朝刊）



安
倍
首
相
の
「
地
球
儀
俯
瞰
外
交
」
は
２

０
１
２
年
12

月
26

日
就
任
日
か
ら
２
０
１
６

年
５
月
25

日
ま
で
に
41

回
。
訪
問
先
の
国
・

地
域
は
延
べ
92

カ
国
１
地
域
。
訪
問
日
数
は

２
４
４
日
、
随
行
人
数
は
延
べ
４
６
４
３
人
、

費
用
総
額
は
87

億
７
千
４
百
万
円
（
（
２
０

１
６
年
５
月
内
閣
答
弁
書
抜
粋
）
で
す
。

そ
れ
以
降
２
０
１
９
年
６
月
ま
で
に
34
カ

国
、
１
６
３
日
間
（
外
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

の
「
外
遊
」
を
重
ね
て
い
ま
す
。
そ
の
経
費

は
、
１
回
の
外
遊
で
概
ね
２
億
円
が
使
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
「
外
遊
」
総
額
は
そ
の

ま
ま
信
用
す
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
領

収
書
な
し
の
「
官
房
機
密
費
」
も
使
わ
れ
て

い
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
安
倍
外
交
は
、
諸
経
費
と
日
数
を
重

ね
て
い
ま
す
が
、
成
果
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

特
に
大
き
な
課
題
で
あ
る
朝
鮮
半
島
、
ロ
シ

ア
、
韓
国
、
イ
ラ
ン
と
の
関
係
で
す
。

朝
鮮
半
島
問
題

朝
鮮
半
島
の
「
非
核
化
」
問
題
で
は
、
日

本
は
米
国
、
韓
国
、
中
国
、
朝
鮮
間
の
和
平

交
渉
の
「
蚊
帳
の
外
」
で
す
。
朝
鮮
に
対
し

て
は
「
圧
力
と
制
裁
」
の
み
の
主
張
を
繰
り

返
し
、
「
拉
致
問
題
」
の
解
決
は
米
国
に
頼

み
込
む
だ
け
で
、
独
自
外
交
は
ゼ
ロ
、
対
話

の
窓
口
も
な
く
、
最
近
は
「
無
条
件
」
の
対

話
を
呼
び
か
け
ま
し
た
が
、
朝
鮮
か
ら
相
手

に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ロ
シ
ア
と
の
領
土
問
題

ロ
シ
ア
と
の
「
北
方
４
島
」
の
交
渉
で
も

暗
礁
に
乗
り
上
げ
て
い
ま
す
。
ア
ジ
ア
・
太

平
洋
戦
争
で
、
日
本
は
「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
」

を
受
諾
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
「
北
方
４

島
」
は
ロ
シ
ア
領
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
は

こ
の
戦
争
結
果
を
受
け
入
れ
ず
、
北
方
４
島

は
「
固
有
の
領
土
」
と
主
張
。
交
渉
の
前
提

と
な
る
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
認
め
て
い
ま
せ
ん
。

こ
れ
で
は
ロ
シ
ア
も
交
渉
の
テ
ー
ブ
ル
に
は

つ
け
ま
せ
ん
。
ま
し
て
や
、
同
盟
国
の
ア
メ

リ
カ
の
安
保
条
約
と
日
米
地
位
協
定
が
あ
る

限
り
、
ロ
シ
ア
の
安
全
保
障
問
題
の
不
安
は

払
し
ょ
く
で
き
ま
せ
ん
。

日
韓
歴
史
認
識
問
題

韓
国
に
対
し
て
８
月
28

日
、
「
輸
出
優
遇

国
待
遇
」
を
除
外
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
単
な

る
輸
出
問
題
で
は
な
く
、
韓
国
と
の
政
治
外

交
上
の
問
題
で
あ
る
徴
用
工
最
高
裁
大
法
院

判
決
、
従
軍
慰
安
婦
問
題
に
遡
及
し
て
い
る

こ
と
は
明
白
で
す
。
特
に
徴
用
工
問
題
で
は
、

日
本
は
１
９
６
５
年
の
日
韓
基
本
条
約
及
び

請
求
権
協
定
で
解
決
済
と
主
張
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
協
定
以
降
、
「
国
際
人
権
規

約
」
を
日
本
は
１
９
７
９
年
に
批
准
し
て
お

り
、
徴
用
工
問
題
で
は
個
人
的
請
求
権
が
認

め
ら
れ
、
中
国
人
強
制
労
働
で
は
西
松
建
設

が
和
解
金
を
支
払
っ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

イ
ラ
ン
の
核
合
意
問
題

米
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
５
月
９
日
、
イ
ラ

ン
と
の
「
２
０
１
５
年
核
合
意
」
か
ら
の
離

脱
を
表
明
し
ま
し
た
。
米
国
は
離
脱
と
同
時

に
イ
ラ
ン
へ
の
制
裁
を
再
開
、
ホ
ル
ム
ズ
海

峡
に
「
有
志
連
合
」
の
派
遣
を
各
国
に
求
め

て
い
ま
す
。
こ
の
情
勢
下
、
８
月
28

日
、
安

倍
首
相
は
訪
日
し
た
イ
ラ
ン
の
ザ
リ
フ
外
相

と
会
談
し
ま
し
た
。
安
倍
首
相
は
ザ
リ
フ
外

相
に
米
国
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
へ
の
外
交
努
力

を
表
明
し
ま
し
た
。
し
か
し
や
る
こ
と
は
、

〝
お
友
達
〟
で
あ
る
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
へ

「
イ
ラ
ン
核
合
意
」
へ
復
帰
す
る
よ
う
に
、

適
切
な
助
言
を
す
る

こ
と
で
す
。

安
倍
外
交
は
、
戦

後
の
歴
史
認
識
の
転

換
が
必
要
で
す
。
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「外遊」は盛んだが、成果が出せない安倍外交

戦
後
の
歴
史
認
識
が
カ
ベ

長
期
政
権
と
な
っ
た
安
倍
内
閣
。
今
年
１

月
の
１
８
９
国
会
の
総
理
大
臣
施
政
方
針
演

説
で
地
球
儀
を
俯
瞰
す
る
外
交
を
積
極
的
に

展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
」
と
演
説
。
確
か

に
首
相
就
任
の
２
０
１
３
年
１
月
以
降
の

「
外
遊
」
は
、
歴
代
総
理
の
外
遊
数
と
比
較

す
る
と
突
出
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
成
果
は

芳
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
妨
げ
の
原
因
が
、

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
結
果
と
そ
の
後
の

国
際
常
識
か
ら
離
れ
た
、
安
倍
首
相
の
歴
史

認
識
に
よ
る
も
の
で
す
。

４
０
７
日
の

「
地
球
儀
俯
瞰
外
交
」
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